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巻
頭
言
　
欲
求
階
層
説
と
児
童
虐
待

日
本
心
理
臨
床
学
会
　
副
理
事
長
　
井
村 

修

　
ア
メ
リ
カ
に
マ
ズ
ロ
ー
と
い
う
心
理
学
者
が
い
ま
し
た
。
彼

は
欲
求
階
層
説
を
提
唱
し
ま
し
た
。
人
間
の
欲
求
は
低
次
な
も

の
か
ら
高
次
な
も
の
ま
で
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う
に
五
層
に
な
っ

て
い
て
、
下
か
ら
上
に
「
生
理
的
欲
求
（
空
気
、
水
、
食
物
な

ど
）」
か
ら
「
安
全
と
安
定
の
欲
求
」「
愛
情
、
集
団
所
属
の
欲

求
」「
自
尊
心
、
他
者
か
ら
の
尊
敬
の
欲
求
」「
自
己
実
現
の
欲

求
」
と
な
り
ま
す
。
人
間
は
ま
ず
生
理
的
要
求
を
満
た
し
、
そ

れ
が
満
足
さ
れ
る
と
「
安
全
と
安
定
」
を
求
め
、
順
次
よ
り
高

次
な
欲
求
を
満
た
そ
う
と
す
る
の
で
す
。
も
っ
と
も
高
次
な
欲

求
が
「
自
己
実
現
の
欲
求
」
で
す
。
自
己
実
現
す
る
人
間
と
は
、

自
己
や
他
人
や
自
然
も
受
容
し
、
自
発
的
で
仕
事
に
熱
中
し
創

造
性
の
高
い
人
で
す
。
お
そ
ら
く
動
物
で
は
「
愛
情
と
集
団
所

属
の
欲
求
」
ま
で
で
、
そ
れ
以
上
の
欲
求
は
人
間
独
自
の
欲
求

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
三
〇
年
近
く
前
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊
の
児
童
自
立
支
援
施

設
を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
虐
待
を
受
け
家
出
し
、
非

行
に
走
っ
た
少
年
に
会
い
ま
し
た
。「
家
に
は
帰
り
た
く
な
い

の
？
」
と
尋
ね
た
ら
「
家
は
食
べ
物
が
な
い
し
、
暖
房
も
止
め

ら
れ
て
い
る
か
ら
寒
い
」「
こ
こ
は
暖
か
く
て
い
い
、
第
一
ご

飯
が
あ
る
」
と
の
返
答
で
し
た
。
そ
の
時
マ
ズ
ロ
ー
の
欲
求
階

層
説
が
私
の
頭
に
浮
か
び
ま
し
た
。
や
は
り
生
理
的
欲
求
や
安

全
・
安
定
の
欲
求
が
満
た
さ
れ
な
い
と
、
自
己
実
現
な
ど
は
不

可
能
で
す
。
日
本
に
戻
り
図
書
館
で
児
童
虐
待
の
件
数
を
調
べ

て
み
ま
し
た
。
驚
い
た
こ
と
に
全
国
で
一
〇
〇
〇
件
程
度
で
し

た
。
正
確
な
数
字
は
記
憶
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
ア
メ
リ
カ
の
五

〇
分
の
一
く
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
は
、
日
本
は

子
ど
も
を
大
事
に
す
る
国
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
児
童
虐
待
の
対
応
件
数
は
一
〇
万
を
超
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
で
起
き
る
虐
待
事
件
の
報
道
に
は
胸
が

痛
み
ま
す
。
三
〇
年
前
の
日
本
は
、
児
童
虐
待
が
少
な
か
っ
た

の
で
は
な
く
、
通
告
制
度
や
対
応
す
る
組
織
が
未
整
備
で
、
件

数
と
し
て
あ
が
っ
て
こ
な
か
っ
た
だ
け
な
の
で
す
。
来
談
者
中

心
療
法
を
創
始
し
た
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
、
若
い
こ
ろ
ロ
チ
ェ
ス
タ

ー
の
児
童
虐
待
防
止
協
会
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
虐
待
の
防
止

や
リ
ス
ク
の
あ
る
家
族
へ
の
支
援
は
、
臨
床
心
理
士
や
公
認
心

理
師
の
重
要
な
業
務
で
す
。
児
童
虐
待
や
心
理
臨
床
に
関
心
の

あ
る
高
校
生
や
大
学
生
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。




